
262. 遊戯ノート l

~滋賀県出土の遊戯具~

1. はじめに

近年、考古学の研究対象となりうる分野は、ますま

す多岐に及んでいる。かつて、古代政治史の補足的解

明のためだけに存在していたかの知き学問であった日

本考古学は、今や様々な分野をその研究対象とし、そ

れぞれに専門的な研究者が現れ、数多くの貴重な発見

が相次いで報告されている。その中にはそれまでの常

識を覆すような発見が含まれており、まさに考古学の

発見が麿史学研究の世界をリードしているかのような

印象さえ覚える。

研究対象となる時代についても、神奈川県鎌倉幕府

関連遺跡や広島県草戸千軒町遺跡、福井県一乗谷朝倉

氏遺跡などを始めとする中世考古学や、東京都江戸近

世遺跡を始め各地の近世城下町遺跡などを対象とする

近世考古学が、それ以降の研究分野として誕生してい

る。しかし、今や東京都新橋停車場跡(汐留遺跡)や

大阪府住友銅吹所跡など近代を対象とした分野での考

古学が新たに始められ、一部には昭和(第二次世界大

戦前)の遺物を扱った報告まで見られるようになった。

また、自然科学の協力によって多くの事実が認識さ

れてきている。花粉分析からわかる植生の復元、プラ

ント・オパール分析による稲作起源の謹上、寄生虫卵

の発見によるトイレ構造の特定、残留脂肪酸分析によ

る男女別トイレの分析と食生活の復元、DNA分析によ

る植物栽培の有無などその功績は多方面にわたってい

る①。特にこれまで不明な石囲い遺構や土坑であった

ものがトイレ遺構であると特定できたことは、それ以

降の発掘調査において非常に有益な発見であった。

遊戯史の分野においても、これらの研究や発見に触

発されてか中世以降の遺跡から出土する各種の遺物の

発見において、わず、かず、つではあるが資料が蓄積され

てきている。福井県一乗谷朝倉氏遺跡から多量に出土

した将棋駒、広島県草戸千肝町遺跡から豊富に出土し

ている羽子板@議校(ぎっちょう)・強(まり)・木製

の舟@協茶札など様々な遺物があるが、それらの多く

は木製もしくは竹製のものが多く、遺存条件に制約が

あるものが多い②。

これら遊戯関係と考えられる遺物を対象とした研究

はごく最近始められたものであり、その歴史的な蓄積

は浅いと言わざるを得ない。遊戯史研究の発展のため

に越えなければならないハードルは高く、かつ多いの

が現状である。

2.遊戯とは?

酒井欣氏は、その著『日本遊戯史』の中で、「狭義に

解釈すれば、一定の方向に従って興味ある運動をなすj

ことで、広義には「愉快なる感情と告発性とを根本的

特質とし、これに反する欲望もしくは衝動感に超越せ

る人間本能の活動jが遊戯であると言っている。平た

く言えば、面白そうだからやってみたくなる競技(ゲ

ーム)のことであろう。

現在、遊戯について一般的に考えられている意味は、

主に子供の遊びに関する事柄が多いと思われる。しか

し、遊戯は伺も子供だけに与えられたものではなく、

大人についても大人の遊戯が存在する。その違いは、

子供の遊戯は生活の全てであり、大人の遊戯は単なる

娯楽か慰安の範囲を越えていないといえるであろう。

子供の遊戯は、まじないや大人の遊びが時代ととも

に変化していったものが多い。例えば、羽根突きなど

は「こぎの子勝負jと呼ばれ、病や災いをもたらす拐

の国から来る鬼を羽子板 (1こぎいたJ)で追い払う行

事であったり、夏に子供が蚊に刺されないようにと願

う正丹の行事として始まったものである。将棋などは

当初博打として伝えられた可能性が高く、それが大人

の遊びになりやがて現在見られるように子供も楽しめ

る遊戯として定着していったものである。

次に、遊戯の意味を辞書から守|いてみると、

①遊びたわむれること。

②競技をして楽しむこと。また、その競技。

③勝負事。賭事。

④運動機能や社会性の源養などを呂的として行われる

遊び。

n日本国語大辞典J第四巻小学館 1976) 

の4点、が挙げられている。

これらのうち、①・②は遊びについての基本的な概

念である。④については子供が大入社会にJI関応してい

く上で必要なルールを認識するものであると考えられ

る。現在残されている中世の絵巻物などを見ると、子

供の遊んで、いる姿が所々に見られる。 f松崎天神縁起J

-1 -



には建物建築をしている番涯の周辺で子供がその手伝

いをしながら遊んでいるようすが描かれている③。こ

こでは、大人の手伝いも遊びのうちであったことが分

かるし、遊びながら仕事を覚えて大入社会の一員にな

る下準備をしていたことが窺える@。

しかし、③は一般的な遊びの概念から少し外れるよ

うに患われる。これは後に述べるように、古代から寄

在している遊戯具のほとんどがもともと吉凶・豊凶

作・善惑を占う道具として帯在していたものであり、

それが形を変えながら博打の道具にもなり、遊びの道

具にもなったのであった。古代の文献にでてくる双六

などの盤上遊戯のほとんどは、博打の禁令に関わった

ものである。いまでもよく使われている「この世の中

で時打にならないものはないjといったニュアンスの

言葉があるが、遊びの上で勝ち負け(結果)が決まる

ものについては、必然的に博打に取り込まれる要素は

十分にあったと考えられる。特に結果の早くでるもの

ほど博打向きであると言える。

以上のように、遊戯は単なる遊びとしての概念を越

えており、特に子供にとってはその生活全般に関わっ

てくる重要な意味を持っているのである。遊戯という

言葉は、現在我々が持っているゲーム感覚では推し量

れない奥深さを内包していると考えられる。

3.遊戯の櫨類

中国の文献には i(倭人は)恭博(きはく)、握梨(あ

くさく)、樗蒲(ちょぼ)、の戯を好む。J(636年成立の

東夷倭盟伝)とあり、現主恭博は囲碁、握架

は双六、樗蒲は博野であると理解されている。従って、

囲碁や双六などは七世紀の前半にはすでに日本で流行

していたものと思われる。

我が国最古の百科辞典的審物として名高い『倭名類

緊抄j(934'"'-'938年成立)には、雑芸類として投壷(ツ

ボウチ)・蔵鈎・打強(ウチマリ)・蹴鞠(マリ)・競渡

(ブナクラへ)・競馬(クラへムマ).鰍礎(ユサハリ). 

園碁(コ).弾恭・樗蒲(カリウチ)・八道行成(ヤサ

スカリ)・双六(スクロク)・意銭(セニウチ)・弄丸(タ

マトリ)・相撲(スマヒ).相擬(コブシウチ).相奴(タ

カへシ)・牽道(ミチクラへい榔倒(カヘリウツ)・闘

鶏(トリアハセ)・関草(クサアハセ)・拍浮(ヲウシ)

などの遊戯の名が見られる。

これらのうち、内容が分かつているものでいくつか

を紹介する。蔵鈎は手に握った石の数を当て合う遊び、

打越は馬に乗って棒で玉を打ち合うポロのようなゲ

ムであり、蹴鞠はいわゆるケマリ、競馬は今と違って

純粋に早さを競うものであったと言われている。圏碁

は現在も行われている囲碁で、弾恭はオハジキの元に

なったと考えられているもの、双六は今の絵双六とは

違い自分の駒を平くたくさん目的地へ到達させるゲー

ムである。棺撲は現在のような土俵はなく、どちらか

が倒れて起きあがれなくなるか、「参ったjの声がかけ

られるまでは勝ち負けがつかないものであった。また、

棺擬は今の腕椙撲であり、闘鶏は今も行われている伝

統行事と同じもの、競革は同じ花を出し合って勝ち負

けを競う遊びである⑤。

これらの遊戯のうち、閤碁・双六などは古代人にも

よく遊ばれていたと思われ、正倉j涜にも碁盤や碁石、

双六盤や双六駒などが残されている。また、その後の

文献にも禁令などを含めてよく登場する遊戯である。

古代の遊戯はよ記の他にもたくさんあるが、詳細は

昭和 8年に建設社から発行された酒井欣著 f日本遊戯

史j(昭和58年に第一書房より復刻)に詳しいのでそち

らに譲りたい。

次に中世の遊戯呉であるが、『中世の遊戯jによれば

絵厨史料には羽子板@稜杖(ギッチョウ)・振々(プリ

プリ)・独楽・竹馬・小弓@手鞠・車@双六・昭碁@将

棋・十不足(トオニタラズ)・百五減(ヒャクゴベリ)・

盗人関、(ヌスピトカクシ).継子立(ママコダチ)など

が記されているとされる⑥。これらのうち、竹馬は長い

笹竹に紐を付けてまたがって遊ぶものであり、現在見

られるような竹馬は「高足j と呼ばれていたようであ

る。また、盤杖は長い柄のついた杖で木製の懇を打つ

遊戯で、前記の打越(平安時代以後は廃絶した)が転

化した球戯である。振々は杖の代わりに紐の先に付け

た八角柱の槌に似た棒切れで誌を打つ遊戯である。羽

子板は古く「こぎ板jと呼ばれ、これは「胡鬼板Jと

欝かれるように胡の国から来た鬼がもたらした災いを

打ち払うまじないで、あったが、後に子供が蚊に刺され

ないためのまじないとなったものである。

次に、遊戯の分類を行ってみたいと思う。

酒井氏は、上記の書で人間の年齢別に感覚的遊戯・

運動的遊戯(以上、乳児期)・模倣遊戯@想像遊戯(以

上、幼児期)・個人的遊戯と競争遊戯(lJ¥児期)・匝体

遊戯と知的遊戯(思春期)の 5つに分けている⑤。しか

し、これでは思春期以後の、つまり大人の関わってい

る遊戯(特に第 2章での賭事なのについて言及でき

ないことになる。

ここでは、後に出土遺物と絡めて述べて行きたいと

考えているので簡単に、

a 道具を使う遊戯

b 道具を使わない遊戯

の2つに分類してみることにする。 aはさらに現在室

内で遊ばれるもの (a- 1) と麗外で遊ばれるもの

(a -2) に分けてみたい。

a -1には、将棋・囲碁・双六などのいわゆる盤上

遊戯が挙げられ、 a-2は、竹馬、羽子板、独楽廻し

などである。
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また bには、耳引き@棺撲・巨くらべ(にらめっこ)

などが該当する。

この分類を見て分かるように、 a-1はかつて博打

となって人々の問に広まっているものが多いのに対し

て、 a-2は最近あまり遊ばれなくなったとは替え、

子供の遊戯として残されている。これは a-1がいわ

ゆる盤上遊戯と言われるもので、後にはルールも整備

された頭脳ゲームとして残されていったが、 a… 2は

単純な遊び、の域を出なかったためであると考えられる。

この中で、考古学で取り扱える項目は aのみである。

ように bの遊戯は古記録や絵巻物など間接的な

資料には登場しているが、遺物として残される直接的

な資料が皆無であろうと考えられるため、とりあえず

今回の対象からは除外する。

4.県内出土の遊戯具

独楽(こま) 1・2

大津市管池遺跡⑦(1)と新旭町了吉武城遺跡、③(2)から出

土している。どちらも円盤の下方を結く尖らせたもの

で、 1はやや属平、 2は少し厚みがある。時期は 1が

11~13世紀、 2 は安土桃山時代である。 1 、 2 とも上

面の小口が窪まず平らに作られているもので、 (rよみ

がえる中世J6) に紹介されている独楽と少し形状が

異なる。独楽の種類としては、鞭独楽(叩き独楽)の

一種であろう。

球状木製品(きゅうじようもくせいひん) 3 

強杖(ぎっちょう 1 古代に中層から伝わった強打が

一度廃れたのち、再び鎌倉時代復活した遊戯で今のホ

ッケーのような遊びである。)に使われた球であろうと

考えられる。草津市下寺観音堂遺跡、⑨から出土してい

る。樹皮を新いだ、丸太材の両端を削って球状に加工し

たもので、完全な球状にはならずに幹の車線部分が残

る。中世都市鎌倉や鳥羽離宮、平安京から出土したも

のに比べると作りが粗く、革戸千軒町遺跡、や大阪府玉

手山遺跡出土のものに類似している。

球状土製品(きゅうじょうどせいひん) 4 

用途不明で、あるが、直径 3cm未満の丸く成形された

五である。新旭罰I針江北@針江JI'~t遺跡から⑬ 1 点、出土

している。

土製円盤(どせいえんばん) 5 ~24 

土器@陶磁器@瓦などの破片を丸く打ち欠いたもの

で、用途は奉塞銭・何らかの祭肥遺物@玩具・印地打

ち・泥面子・紡錘車。土錘@灯芯おさえなどの諸説が

ある⑮。ここでは、玩呉や印地打ち(石合戦)、柁面子

の可能性があるため、一応紹介しておく。 7遺跡から

20点出土しているが、土器の破片と見間違いやすいこ

とや、資料収集の際の見落としなとがあるものと考え

られる。表に示されるように遺物の時期や大きさなど

様々である。これらが遊戯異であると仮定したならば、

遊戯の種類は多数想定されるであろう。

石製円盤(せきせいえんばん)25・26

どちらも高島町中ノ坊遺跡から出土している。 25は

石片を円盤状に加工しただけのものであるが⑬、 26は

破片であるが滑石を円盤状に加工した後、上聞に格子

状の切り込みを施している⑬。 26は時期が不明でトある

が、双六などの駒の可能性がある。なおf中世の遊戯j

には、駒のよ面に円孔を花形に配したものが紹介され

ており、格子状のものは見あたらない。

碁石(ごいし) 27~36 

大津市上高砂遺跡から白石 4個⑫、安土町安土城跡

からは黒石川盟@の計10個が見つかっている。碁石は

自然石と区別がつきにくい事が多く、よほどのもので

ない根り見関連う恐れがある。上高砂例は、石の大き

さにややぱらつきが見られるが、きれいな円形を呈し

ている事より碁石と考えて良いものと思われる。

将棋駒(しょうぎごま) 37~52 

現在4遺跡から16点出土している。 37は大津市滋賀

里遺跡から出土したもので、表面に「王将j、裏面にf王j

が墨書されている⑫。 38は大津市大津城遺跡から出土

しており、表問に「王将Jと墨で醤かれている@o 39は

大津市坂本遺跡からの出土で、表面には「香車J、裏面

には f金jがそれぞれ漆で警かれている@o 40~52 は、

安土町観音寺城下町遺跡からまとまって13枚出土し、

内訳は f王将J1枚、「飛車J1枚、 f金将J3枚、「銀

将J2枚、「桂馬J2枚、「歩兵J4枚であった@。

羽子板? (はごいた)53 

新旭fflJ吉武城遺跡から出土したものであるが、同遺

跡の報告書には杓子状木器と記されている③。しかし、

杓子の身の部分が一直線になっている事や身の長さが

柄の長さより長いことなど、羽子板の可能性も考えら

れる。

泥菌子(どろめんこ)

草津市長安寺遺跡から 1点、出土している。下半分が

欠失しており、直筏3.0cm厚さ0.6cmを測る。表面に文

字様の図案を配している。

5.おわりに

滋賀県出土の遊戯呉と考えられる遺物は、現在この

54点が数えられる。ただし、本稿で見てきたように、

遊戯の概念が遊びのみならず賭事の対象となったもの

をも含めた人間活動の所産の総てと言う意見に立てば、

遊戯呉はこれからもたくさん発見される事だろう。ま

た遊戯は、階層によって使用されていた遊戯呉の質@

形態などが、異なっていた可能性が高いものがあるよ

うに見受けられる。 f鳥獣人物戯画jに見られる囲碁@

将棋などは、地面に線を号|いて盤の代わりとしており、

正倉院宝物に見られる優美な盤など到底望めない世界

である。庶民に多く使われていた遊戯具で、毛主杖など
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遺跡、からの出土物の幾つかは、自然木や自然石をほん

のわずか加工しただけのものが多く、余程注意をして

いなければ見落とす可能性が高い事が挙げられる。そ

の他杓子と羽子板の形態上の区別や舟形・人形などの

祭配遺物との区別など、考えなければならない課題は

多 い 。 (三宅 弘)
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